
　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
に
開
会
し
、
「
門

真
市
立
文
化
創
造
図
書
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
、
市

長
提
出
議
案
20
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
６
月
23
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

文
化
創
造
図
書
館

文
化
創
造
図
書
館
ＫＫ

カ

ド

マ

ド

カ

ド

マ

ド

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
のの

　
　
　
　
　
　
　
条
例
制
定
　

　
　
　
　
　
　
　
条
例
制
定
　
2323
議
案
を
可
決

議
案
を
可
決

８年春の開館に向けて整備が進むＫ
カ ド マ ド
ＡＤＯＭＡＤＯ

第２回定例会

Ｋカ

ド

マ

ド

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の 

開
館
に
向
け
て
条
例
を
制
定

　
門
真
市
立
文
化
創
造
図
書
館
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
︑
図
書
館
を
中
心
と

し
た
市
民
の
文
化
・
学
習
活
動
及
び
地

域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点
施

設
と
す
る
門
真
市
立
文
化
創
造
図
書
館

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
︒

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

（
民
生
水
道
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問
　
館
内
カ
フ
ェ
の
運
営
者
は
。

答�

　
指
定
管
理
者
を
公
募
し
た
際
に
︑

軽
飲
食
を
行
い
な
が
ら
書
籍
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
な
ど
︑
図
書
館
と
の

調
和
性
や
利
用
者
に
と
っ
て
居
心
地

の
よ
い
空
間
と
な
る
カ
フ
ェ
の
運
営

を
要
件
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
指

定
管
理
者
が
運
営
す
る
予
定
で
あ
る
︒

問�

　
カ
フ
ェ
な
ど
の
施
設
使
用
料
に
つ

い
て
、
月
額
70
万
円
の
算
出
根
拠
は
。

答�
　
近
隣
店
舗
の
賃
料
等
を
参
考
に
上

限
額
を
設
定
し
て
い
る
︒

問
　
参
考
と
し
た
具
体
例
は
。

答�

　
そ
よ
ら
古
川
橋
駅
前
の
く
ら
し
の

相
談
窓
口
の
賃
料
等
で
あ
る
︒

問
　
駐
輪
場
が
有
料
の
理
由
は
。

答�

　
駅
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
施
設
利

用
者
以
外
に
通
勤
・
通
学
者
の
駐
輪

場
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
︒

　�

　
そ
の
た
め
︑
有
料
と
す
る
こ
と
で

施
設
利
用
者
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
十

分
に
確
保
す
る
考
え
で
あ
る
︒

問�

　
施
設
利
用
者
に
対
す
る
駐
輪
場
の

減
免
の
考
え
は
。

答�

　
今
後
︑
運
営
内
容
を
検
討
す
る
中

で
減
免
等
を
検
討
し
て
い
く
︒

新
橋
町
の
門
真
図
書
館
を
廃
止

　
門
真
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
︑
門
真
市
立
門
真
図
書
館

を
廃
止
し
︑
門
真
市
立
古
川
橋
図
書
館

を
設
置
す
る
も
の
で
す
︒

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

（
民
生
水
道
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問�

　
門
真
図
書
館
の
廃
止
日
が
８
年
３

月
１
日
の
理
由
は
。

答�

　
門
真
図
書
館
の
指
定
管
理
者
に
よ

る
運
営
が
８
年
２
月
末
で
終
了
す
る

こ
と
︑
ま
た
︑
新
た
に
文
化
創
造
図

書
館
に
設
置
す
る
古
川
橋
図
書
館
へ

の
移
転
作
業
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
で
あ
る
︒

問�

　
門
真
図
書
館
と
北
島
図
書
館
に
お

け
る
６
年
度
の
貸
出
点
数
は
。

答�

　
門
真
図
書
館
が
16
万
９
５
５
８
点
︑

北
島
図
書
館
が
５
万
８
４
８
５
点
で

あ
る
︒

問�

　
門
真
図
書
館
廃
止
後
、
古
川
橋
図

書
館
が
開
館
す
る
ま
で
の
対
応
は
。

答�

　
北
島
図
書
館
の
利
用
周
知
に
加
え
︑

か
ど
ま
電
子
図
書
館
の
利
用
案
内
を

す
る
な
ど
対
応
し
て
い
く
︒

　�

　
ま
た
︑
参
考
資
料
室
は
︑
門
真
図

書
館
廃
止
後
も
同
施
設
内
で
業
務
を

行
う
こ
と
か
ら
︑
予
約
資
料
の
貸
出

し
や
返
却
等
︑
実
施
可
能
な
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
い
く
︒

問
　
参
考
資
料
室
が
残
る
理
由
は
。

答�

　
門
真
図
書
館
の
２
階
部
分
と
北
島

図
書
館
は
︑
旧
砂
子
小
学
校
の
大
規

模
改
修
工
事
後
に
移

転
・
集
約
す
る
予
定

で
あ
る
た
め
︑
そ
れ

ま
で
の
期
間
は
現
在

の
運
営
を
行
う
︒

○議案審議等の概要……………………………１～３ページ
　・門真市立文化創造図書館条例の制定など
　・自走式トイレカーの取得、一般会計補正予算など
　・意見書など
○一般質問・所管質問…………………………３～７ページ
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（
仮
称
）
浜
町
み
ら
い
公
園
の 

整
備
に
向
け
た
契
約
を
締
結

契
約
金
額
　
１
億
７
７
０
１
万

　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方
　
吹
田
市
古
江
台
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
２
番
Ｄ
３
‐
３
０
５
号

　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
理
研
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
大
阪
支
店

完
成
期
限
　
令
和
８
年
３
月
31
日

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問
　
公
園
整
備
工
事
の
概
要
は
。

答�

　
旧
浜
町
幼
稚
園
跡
地
に
約
２
８
０

０
㎡
の
公
園
を
整
備
し
︑
当
該
敷
地

に
隣
接
す
る
水
路
を
通
路
等
に
改
修

整
備
す
る
︒

　�

　
世
代
ご
と
に
楽
し
め
る
よ
う
ゾ
ー

ン
を
分
け
︑
健
康
遊
具
︑
複
合
遊
具

を
設
置
す
る
ゾ
ー
ン
や
ボ
ー
ル
遊
び

が
で
き
る
ゾ
ー
ン
な
ど
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
︒

問
　
自
治
会
等
と
の
協
議
状
況
は
。

答�

　
契
約
締
結
後
︑
工
事
施
工
者
と
十

分
に
協
議
を
行
い
︑
自
治
会
や
学
校

関
係
者
と
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
調

整
し
︑
近
隣
住
民
等
へ
必
要
な
周
知

を
予
定
す
る
︒

大
規
模
災
害
時
等
で
の
衛
生
的 

で
安
心
な
ト
イ
レ
環
境
の
確
保

取
得
す
る
動
産
　
自
走
式
ト
イ
レ
カ
ー
１
台

取
得
価
額
　
３
０
７
８
万
９
０
０
０
円

取
得
の
相
手
方
　
兵
庫
県
三
田
市

　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
32
番
地

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
モ
リ
タ
関
西
支
店

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問�

　
自
走
式
ト
イ
レ
カ
ー
の
ト
イ
レ
室

の
仕
様
は
。

答�

　
男
性
用
︑
女
性
用
︑
多
機
能
用
に

区
分
し
た
上
で
︑
各
室
に
ド
ア
や
間

仕
切
り
︑
換
気
扇
を
設
け
︑
便
器
は

合
計
７
基
設
置
す
る
︒

　�

　
便
器
の
内
訳
は
︑
男
性
用
が
小
便

器
１
基
︑
大
便
器
２
基
︑
女
性
用
が

大
便
器
２
基
︑
多
機
能
用
が
大
便
器

１
基
︑
オ
ス
ト
メ
イ
ト
便
器
１
基
と

し
︑
大
便
器
は
温
水
洗
浄
便
座
と
し

て
い
る
︒

　�

　
ま
た
︑
多
機
能
用
の
ト
イ
レ
室
内

に
エ
ア
コ
ン
や
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
︑
お

む
つ
交
換
台
︑
車
椅
子
用
補
助
ア
ー

ム
を
設
け
︑
車
椅
子
利
用
者
を
は
じ

め
と
し
た
要

配
慮
者
が
安

全
に
利
用
で

き
る
よ
う
降

用
リ
フ
ト
を

設
置
す
る
︒

ペ
ッ
ト
な
ど
小
動
物
の
火
葬 

受
入
れ
可
能
に

　
門
真
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
︑
小
動
物
の
火
葬
に
係
る
手

数
料
を
定
め
る
も
の
で
す
︒

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

（
民
生
水
道
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

問�

　
小
動
物
の
火
葬
に
つ
い
て
、
申
込

み
か
ら
処
理
完
了
ま
で
の
流
れ
は
。

答�
　
小
動
物
の
死
体
を
市
役
所
か
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
︑
焼

却
処
理
と
火
葬
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
︑
火
葬
を
希
望
す
る
場
合
は
︑
受

付
に
て
申
請
書
へ
の
記
入
と
火
葬
に

係
る
手
数
料
の
支
払
い
手
続
を
行
う
︒

問�

　
火
葬
後
の
拾
骨
や
遺
骨
の
返
却
は

可
能
か
。

答�

　
ほ
か
の
動
物
と
の
合
同
火
葬
の
た

め
︑
対
応
で
き
な
い
︒

問�

　
火
葬
手
数
料
５
６
０
０
円
の
費
用

の
内
訳
は
。

答�

　
事
業
者
へ
の
委
託
料
に
加
え
︑
職

員
の
人
件
費
や
光
熱
費
を
含
む
物
件

費
を
計
上
し
て
い
る
︒

７
年
度
補
正
予
算 

（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
））

（
議
決
結
果
）
全
員
異
議
な
く
可
決

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

若
者
や
女
性
が
地
元
で
安
心
し
て
働
き 

　
　暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て

問
　
新
た
に
始
め
る
取
組
の
内
容
は
。

答�

　
７
年
度
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
︑
市
も
事
業
所
の
一

つ
と
し
て
参
画
の
上
︑
市
内
中
小
企

業
等
と
連
携
し
︑
国
に
お
い
て
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
民
間
企
業
の
代
表

者
や
大
学
教
授
等
の
有
識
者
に
よ
る

研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
参

加
し
︑
今
後
の
具
体
的
な
施
策
の
検

討
や
実
証
を
行
う
︒

問
　
実
施
に
よ
り
期
待
す
る
効
果
は
。

答�

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
︑
経
営
者
向
け
研
修
等
に

よ
り
企
業
の
意
識
改
革
を
促
進
す
る
︒

　�

　
加
え
て
︑
若
者
や
女
性
が
地
域
で

活
躍
で
き
る
場
を
増
や
す
た
め
︑
企

業
や
高
等
学
校
等
と
連
携
し
︑
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
な
ど
︑

企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
機

会
を
創
出
し
︑

職
住
近
接
の

ま
ち
の
実
現

を
図
っ
て
い
く
︒

　�

　
ま
た
︑
将
来
的
に
は
若
者
・
女
性

の
転
出
抑
制
︑
定
住
促
進
を
期
待
し

て
い
る
︒

問
　
対
象
と
な
る
市
民
は
。

答�

　
20
~
30
代
の
市
民
を
想
定
す
る
︒

問
　
参
画
企
業
の
想
定
は
。

答�

　
門
真
市
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
員
企
業
を
は
じ
め
︑
若
者
や
女

性
等
の
人
材
確
保
・
育
成
に
意
欲
的

な
も
の
づ
く
り
企
業
を
想
定
す
る
︒

（
民
生
水
道
常
任
委
員
会 

審
査
概
要
）

新
た
な
生
涯
学
習
施
設
と
な
る 

砂
子
小
校
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施

問
　
耐
震
診
断
が
必
要
な
理
由
は
。

答�

　
既
存
校
舎
棟
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

接
続
す
る
に
当
た
り
︑
校
舎
棟
の
耐

震
壁
の
一
部
を
撤
去
︑
開
口
し
て
接

続
部
を
設
け
る
こ
と
で
︑
耐
震
化
さ

れ
た
校
舎
棟
の
耐
震
性
能
が
変
わ
る

こ
と
か
ら
︑
再
度
耐
震
性
を
確
保
す

る
た
め
で
あ
る
︒

問
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
接
続
位
置
は
。

答�

　
校
舎
棟
の
北
西
部
壁
面
へ
の
接
続

を
検
討
し
て
い
る
︒

問
　
新
施
設
の
供
用
開
始
の
遅
れ
は
。

答�

　
９
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
て

作
業
を
進
め
て
い
た
が
︑
実
施
設
計

業
務
期
間
が
約
５
か
月
延
長
と
な
り
︑

工
事
発
注
と
契
約
時
期
が
当
初
の
７

年
度
末
か
ら
８
年
度
に
な
る
た
め
︑

10
年
度
早
期
を
予
定
し
て
い
る
︒

問
　
市
民
利
用
へ
の
影
響
は
。

答�

　
現
行
の
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
の
各
施

設
は
︑
新
施
設
の
完
成
後
に
順
次
︑

機
能
移
転
を
予
定
し
て
お
り
︑
新
施

設
供
用
開
始
の
延
期
に
伴
い
移
転
時

期
が
変
更
と
な
る
が
︑
新
た
な
影
響

は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
︒

︵
そ
の
他
の
質
疑
項
目
︶

・�

新
た
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
就
労
選
択
支
援
に
つ
い
て
　
な
ど

政
務
活
動
費 

　
　

 

収
支
報
告
書
等
の
公
開

　
本
市
議
会
議
員
の
６
年
度
政
務
活

動
費
収
支
報
告
書
及
び
領
収
書
等
の

写
し
を
７
年
７
月
か
ら
公
開
し
て
い

ま
す
︒

　
閲
覧
さ
れ
る
際
に
申
込
み
な
ど
の

手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
︒

閲
覧
場
所

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

閲
覧
時
間

　
月
曜
日
~
金
曜
日

　
︵
閉
庁
日
は
除
く
︶

　
午
前
９
時
~
午
後
５
時
30
分

※�

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
︑
収

支
報
告
書
の

写
し
を
閲
覧

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

（仮称）浜町みらい公園のイメージ図

議 会 だ よ り 令和７年８月１日　（2）　



　６月23日の本会議において、16名の議員が市政に対する
一般質問を行いました。
　また、６月10日、11日、12日の各常任委員会において、
12名の議員が所管事項に対する質問を行いました。
　本会議または各常任委員会で行われた主な質問と答弁の
要旨を４面から６面に掲載しています。（議席順）

質問・答弁の詳細な内容については、市議会ホームページをごらんください。
※第２回定例会の会議録は８月下旬に掲載する予定です。

一般質問・一般質問・
所管質問所管質問

安
心
を
届
け
る
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
物
価
高
騰
や
米
の
報
道
で
給
食
の

内
容
へ
の
不
安
の
声
を
耳
に
す
る
が
、

給
食
の
質
が
悪
く
な
っ
た
と
の
声
は
現

場
や
市
民
か
ら
あ
っ
た
か
。

　
ま
た
、
現
場
の
声
の
把
握
と
対
応
は
。

答
　
学
期
ご
と
に
児
童
・
生
徒
︑
教
職

員
か
ら
意
見
を
集
め
て
い
る
︒

　
こ
の
間
﹁
量
が
減
っ
た
﹂
や
︑
﹁
質

が
悪
く
な
っ
た
﹂
な
ど
の
声
は
上
が
っ

て
い
な
い
が
︑
改
善
が
必
要
な
意
見
が

あ
っ
た
場
合
は
︑
栄
養
教
諭
等
と
共
有

し
︑
献
立
作
成
に
生
か
し
て
い
る
︒

問
　
米
の
仕
入
先
と
品
質
管
理
は
。

答
　
精
米
は
主
に
滋
賀
県
産
﹁
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
﹂
を
大
阪
府
学
校
給
食
会
か
ら
購

入
し
て
い
る
︒

　
同
団
体
に
よ
り
安
全
・
品
質
検
査
が

行
わ
れ
︑
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る
︒

問
　
献
立
の
決
定
方
法
は
。

答
　
栄
養
教
諭
等
が
素
案
を
作
成
し
︑

教
育
総
務
課
で
承
認
後
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
の
代
表
や
学
校
長
代
表
等
で
構
成
す

る
献
立
作
成
会
に
お
い
て
︑
質
・
量
を

含
め
て
審
議
・
決
定
し
て
い
る
︒

問
　
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
は
。

答
　
ジ
ャ
ム
な
ど
の
嗜
好
品
を
減
ら
す

な
ど
︑
献
立
を
工
夫
し
な
が
ら
︑
可
能

な
限
り
栄
養
バ

ラ
ン
ス
を
保
持

し
た
お
い
し
い

給
食
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め

て
い
る
︒

深井　弘晃
（真政会）

永年勤続の議員へ表彰状を伝達永年勤続の議員へ表彰状を伝達
　
去
る
５
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
０
１
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
永
年
勤
続
議
員
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
は

（
25
年
表
彰
）

　
　五ご

　味み

　聖せ
い

　二じ

　議
員

（
10
年
表
彰
）

　
　池い

け

　田だ

　治は
る

　子こ

　議
員

　
　森も

り

　
　
　博ひ

ろ

　孝た
か

　議
員

　
　豊と

よ

　北き
た

　裕ゆ
う

　子こ

　議
員

が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
議
会
で
は
６
月
６
日
の
定
例

会
の
開
会
に
先
立
ち
、
表
彰
状
の
伝

達
を
行
い
、
満
場
の
拍
手
で
そ
の
栄

誉
を
た
た
え
、
ま
た
宮
本
市
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
五
味
議
員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

表彰状伝達の様子

　以下の３件の意見書を可決し、その内容の実現を求めるため、政府関係機関等へ
送付しました。

意見書を可決

　昨年来、スーパー等での米の販売価格は昨年の２倍以上に達するなど、現下の精米販売価
格は異常な値動きを見せており、家計を圧迫している。
　この米の価格上昇の主な要因は、2023年の猛暑により、米の収穫量が減少し、供給量が減
ったことや、コロナ禍で一時的に低迷していた外食需要が回復し、それに加えて訪日外国人
観光客の増加により、米の需要が急増したこと、さらには、米の供給量が減少し、需要が増
加したことで、集荷業者間の買い付け競争が激化したことなど複合的な要素が影響したと言
われている。
　そのような状況の中、政府は、本年２月、米価高騰の抑制や流通の目詰まりを解消するた
め備蓄米の活用を決定。３月には２回に分けて計21万トンの放出を実施するとともに、2025
年産が出回る前の７月まで、備蓄米を毎月放出すると発表している。
　しかしながら、米の価格上昇は続き、農水省が５月12日に発表した米の平均店頭価格は18
週ぶりに下落したものの、いまだ過去最高値圏で推移している。
　よって政府においては、下記のとおり生産者、消費者双方にとって納得のできる米の価格
の抑制に努めるとともに、米の安定供給に向けた抜本的な対策を講じるよう強く要望する。

記

１�　備蓄米の活用や流通の円滑化等を推進することにより、生産者、消費者双方にとって納
得のできる米の価格の抑制に努めること。また、備蓄米については、消費現場にその効果
が現れるまでの間、活用を継続すること。
２�　今後の米の生産・販売の推進に向けた見直しについては、各産地が全国の需要に応じた
生産量を確保できるよう、取組計画書や営農計画書等の機動的な変更を可能とするととも
に、産地との密な意見交換やきめ細やかな情報提供を行うこと。

米価の抑制及び米の安定供給を求める意見書

　冤罪は最大の人権侵害の一つであり、冤罪被害者の救済は、人権国家を標榜する我が国に
とってはもちろん、地方自治体にとっても、地域住民の人権を守る観点から重要な課題であ
る。
　このような中、冤罪被害者を救済する制度である「再審」について、現行の刑事訴訟法に
は再審請求手続の進め方に関する規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられてい
る。そのため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判官によってまちまちで
あり、審理の適正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれかねない状況にある。
　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過去の多くの冤罪事件
では、警察や検察庁といった捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになって、それ
が冤罪被害者を救済するための大きな原動力になっている。
　したがって、冤罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を利用できるよ
う、これを開示させる仕組みが必要であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存
在せず、再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。そのため、裁判官や
検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であって、このよ
うな格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。
　さらに、裁判所が再審開始決定を行っても、検察官が不服を申し立てて再審開始決定が取
り消されると、改めて再審請求を行わなければならないなど、審理が長期化し、冤罪被害者
の救済を長引かせている事例がある。
　よって政府においては、冤罪被害者を迅速に救済するため、下記の事項を含む刑事訴訟法
の再審規定の改正を速やかに行うよう強く要望するものである。

記

１　再審請求手続における証拠開示を制度化すること。
２　再審開始決定後、審理を長期化させない措置を講ずること。

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
　本市で策定した第９期介護保険事業計画では、介護保険料（基準額）は、第８期介護保
険事業計画の6748円より29.65％増の8749円で、全国で３番目に高い保険料となった。
　物価が高騰している中で、高齢者は厳しい暮らしを余儀なくされており、高い介護保険
料の引下げが強く求められている。
　高い介護保険料の要因の一つとしては、高齢者に占める単身世帯の割合が高く、認定率
が高いことが挙げられるが、介護保険料算定に際し公費負担などにはほとんど反映されて
おらず、自治体の実状に沿った国の財政措置が求められる。
　また、介護報酬の引下げによって、本市においても介護事業者の運営と人材確保が厳し
くなり、事業所の撤退等で必要な介護が受けられない事態も見受けられる。
　よって政府においては、第10期介護保険事業計画策定を見据え、下記のとおり法律等の
改正による制度改善を強く求める。

記

１�　高齢者に占める単身世帯の割合や認定率など、自治体の実情に沿った国の財政措置を
講じること。

２　介護報酬の改定で、人材確保と安定した事業所運営を保障すること。

介護報酬引下げと高い介護保険料に対する制度改善に関する意見書

意見書とは？
地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体
の公益に関する事件に関し、団体の議会の意思を
意見としてまとめた文書のことであり、国会また
は関係行政庁に提出することができるものだよ。

本 会 議 民生水道総務建設 文教こども
本 会 議

議 会 だ よ り　（3）　令和７年８月１日



市
営
住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

問
　
７
月
に
千
石
西
町
住
宅
に
新
し
く

設
置
す
る
公
園
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
利
用
も
含
め
、
誰
で

も
利
用
で
き
る
公
園
で
あ
る
の
か
。

答
　
自
治
会
で
除
草
や
清
掃
等
維
持
管

理
を
し
て
い
る
が
︑

利
用
者
制
限
は
な

く
︑
誰
で
も
利
用

可
能
で
あ
る
︒

問
　
門
真
団
地
除
却
後
に
新
し
く
設
置

す
る
公
園
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
14
年
度
の
ま
ち
開
き
に
向
け
て
準

備
し
て
お
り
︑
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
防
災
機

屋
内
運
動
場
空
調
設
備
に
つ
い
て

問
　
６
年
度
に
入
札
不
調
と
な
っ
た
門

真
み
ら
い
小
学
校
と
速
見
小
学
校
体
育

館
の
空
調
設
置
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
入
札
に
よ
り
実
施
設
計
業
務
受
託

者
が
決
定
し
︑
現
在
︑
８
年
度
の
設
置

工
事
に
向
け
設
計
作
業
を
進
め
て
い
る
︒

問
　
空
調
設
備
の
仕
様
の
考
え
方
は
。

答
　
機
器
の
種
類
は
様
々
で
あ
り
︑
一

般
的
な
対
流
方
式
の
ほ
か
︑
輻
射
方
式

も
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
く
︒

　
学
校
体
育
館
は
教
育
活
動
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
︑
災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
こ
と
も
考
慮
し
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

能
を
備
え
た
公
園
の
整
備
を
予
定
す
る
︒

問
　
現
在
、
団
地
の
草
刈
り
な
ど
の
維

持
管
理
は
自
治
会
の
役
割
と
し
て
自
治

会
費
を
活
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

長
い
間
公
園
に
草
が
生
い
茂
る
な
ど
、

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
箇
所
も
見

ら
れ
る
。

　
入
居
者
の
高
齢
化
等
に
伴
っ
て
何
か

と
物
入
り
が
増
え
か
ね
な
い
今
後
の
維

持
管
理
に
お
い
て
、
強
制
徴
収
が
で
き

な
い
自
治
会
費
だ
け
で
賄
う
の
で
は
な

く
、
共
益
費
の
増
額
等
、
新
た
な
運
営

方
法
を
模
索
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

答
　
今
後
︑
自
治
会
活
動
に
よ
る
共
同

施
設
の
維
持
管
理
に
支
障
が
出
る
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
︑
実
情

を
把
握
し
︑
自
治
会
活
動
を
継
続
で
き

る
よ
う
指
定
管
理
者
と
共
に
情
報
提
供

等
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
︒

電
気
や
都
市
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
も
使
用
可
能
な

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
る
︒

問
　
今
後
の
予
定
は
。

答
　
学
校
適
正
配
置
推
進
事
業
の
進
捗

も
考
慮
し
︑
全
て
の
学
校
体
育
館
へ
の

設
置
に
向
け
︑
引
き
続
き
検
討
す
る
︒

減
少
す
る
消
防
団
員
に
つ
い
て

問
　
消
防
団
の
現
状
と
課
題
は
。

答
　
条
例
で
定
数
を
２
４
７
人
以
内
と

定
め
て
い
る
が
︑
４
月
１
日
時
点
の
団

員
数
は
１
９
４
人
︑
充
足
率
は
78
・
５

％
で
あ
る
︒
年
々
減
少
傾
向
で
高
齢
に

よ
る
退
団
増
加
や
仕
事
と
の
両
立
の
難

し
さ
が
そ
の
要
因
と
考
え
る
︒

問
　
今
後
の
対
応
は
。

答
　
本
市
独
自
の
団
員
募
集
チ
ラ
シ
の

作
成
に
加
え
︑
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
周
知
啓
発
を
強
化
す
る
︒

大
和
田
駅
前
広
場
整
備
基
本
構
想 

の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

問
　
同
構
想
は
、
今
後
、
地
域
の
声
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
交
通
結
節
点
や
地

域
の
憩
い
の
場
と
し
て
広
場
整
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
地
域
住
民
や
商
店
会
と
の
意
見
交
換
、

社
会
実
験
の
実
施
等
も
含
め
た
基
本
構

想
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
進
め
方
は
。

答
　
引
き
続
き
用
地
取
得
に
取
り
組
み
︑

基
本
設
計
業
務
で
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
︑
よ
り
詳
細
な
検
討
を
実
施
す
る
︒

　
ま
た
︑
駅
前
広
場
の
利
活
用
や
持
続

可
能
な
管
理
運
営
体
制
の
構
築
︑
社
会

実
験
の
実
施
等
に
つ
い
て
︑
商
店
会
や

近
隣
住
民
等
と
議
論
を
重
ね
て
い
く
︒

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る 

子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

問
　
こ
こ
２
年
間
で
新
し
く
実
施
し
た

主
な
子
育
て
支
援
策
は
。

答
　
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
事
業
や

産
婦
健
康
診
査
事
業
費
用
助
成
︑
子
育

て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
︑
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
︑
既
存
事
業
と
併

せ
て
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
︒

問
　
今
後
の
計
画
と
周
知
方
法
は
。

答
　
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事

業
の
体
制
強
化
や
︑
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
の
実
施
︑
子
ど
も
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

の
移
転
・
機
能
強
化
の
検
討
等
が
あ
り
︑

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
︑
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
か
ど
ぴ
よ
︑
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
周
知
啓
発
し
て
い
く
︒

門
真
南
駅
１
号
出
入
口 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

問
　
二
島
校
区
自
治
連
合
会
か
ら
の
新

た
な
要
望
書
の
内
容
と
署
名
数
は
。

答
　
開
業
時
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な

く
︑
利
用
者
が
長
年
不
便
に
感
じ
て
お

り
︑
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
１
９
８
６
筆
の
署
名
を
添
え
て

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

問
　
周
辺
土
地
利
用
状
況
も
公
共
交
通

も
変
化
し
、
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
ま
っ
て

い
る
。
要
望
し
続
け
て
い
る
市
民
の
声

が
、
年
々
切
実
さ
を
増
し
、
署
名
活
動

も
実
施
し
て
要
望
書
を
提
出
し
た
こ
と

大
和
田
駅
前
広
場
整
備
事
業
の 

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
交
番
移
転
に
向
け
た
警
察
と
の
協

議
状
況
は
。

答
　
４
月
下
旬
に
府
警
察
本
部
や
門
真

警
察
署
と
情
報
共
有
等
を
行
い
︑
駅
前

広
場
へ
の
交
番
移
転
の
可
能
性
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
︒
今
後
も
継
続

し
て
協
議
を
進
め
て
い
く
︒

災
害
時
を
想
定
し
た
訓
練
に
つ
い
て

問
　
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
の

体
験
訓
練
は
、
公
衆
電
話
を
使
用
し
た

こ
と
が
な
い
若
年
層
、
特
に
小
・
中
学

を
踏
ま
え
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る
︒

門
真
市
駅
周
辺
エ
リ
ア 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
　
『
カ
ド
マ
と
タ
ク
ミ
』
は
、
若
手

経
営
者
、
個
人
事
業
主
を
育
て
る
場
で

も
あ
り
、
人
の
成
長
が
ま
ち
の
成
長
に

プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

答
　
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
組

成
し
︑
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
︒

　
ま
た
︑
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
︑
公
民

連
携
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
︒

問
　
同
エ
リ
ア
の
将
来
像
は
。

答
　
地
域
の
多

様
な
プ
レ
イ
ヤ

ー
と
共
に
エ
リ

ア
価
値
の
向
上

に
取
り
組
む
︒

生
に
対
し
て
は
有
用
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

答
　
ス
マ
ホ
以
外
の
電
話
機
の
利
用
経

験
が
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ほ
か
︑
防

災
講
話
で
は
ス
マ
ホ
に
よ
る
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
の
利
用
方
法
や
︑
子
ど
も
向
け
の

公
衆
電
話
利
用
説
明
動
画
や
漫
画
も
併

せ
て
紹
介
し
︑
一
層
の
周
知
に
努
め
る
︒

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
市
域
内
の
暑
さ
対
策
へ
の
取
組
は
。

答
　
国
提
供
の
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ

ー
ト
な
ど
の
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
周
知
し
︑
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
く
︒
ま
た
︑
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
の
緩
和
に
向
け

関
係
部
署
と
調
整
を
図

り
︑
公
共
施
設
等
の
緑

化
を
推
進
す
る
︒

義
務
教
育
期
間
内
で
の
性
教
育
と 

若
年
層
の
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

問
　
義
務
教
育
の
中
で
「
性
」
に
関
す

る
教
育
は
保
健
体
育
の
授
業
で
行
う
が
、

思
春
期
に
お
け
る
心
身
の
変
化
や
性
行

為
の
リ
ス
ク
、
妊
娠
に
つ
い
て
、
学
校

教
育
の
中
で
の
取
組
と
工
夫
は
。

答
　
小
学
校
で
は
思
春
期
に
お
け
る
体

や
心
の
変
化
︑
中
学
校
で
は
生
殖
機
能

の
成
熟
に
つ
い
て
︑
学
校
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
指
導
し
て
い
る
︒

問
　
若
年
層
の
妊
娠
へ
の
支
援
は
。

答
　
知
識
や
経
験
が
少
な
い
こ
と
か
ら
︑

少
し
で
も
出
産
・
育
児
の
イ
メ
ー
ジ
が

持
て
る
よ
う
︑
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
用
い

た
実
演
機
会
の
提
供
や
︑
若
年
妊
産
婦

向
け
に
実
施
し
て
い
る
テ
ィ
ー
ン
ズ
マ

マ
の
つ
ど
い
を
紹
介
す
る
な
ど
︑
若
年

妊
婦
が
抱
え
る
孤
立
感
や
不
安
感
を
軽

減
す
る
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
︒

５
歳
児
健
診
に
つ
い
て

問
　
３
歳
児
健
診
後
の
約
２
年
間
は
公

的
な
健
診
が
な
く
、
こ
の
時
期
は
個
人

差
の
大
き
い
発
達
課
題
が
明
確
に
な
る

が
、
見
逃
さ
れ
や
す
く
発
達
の
気
に
な

る
子
へ
の
支
援
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
５
歳
児
健
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
は
。

答
　
成
長
や
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
時

期
で
あ
り
︑
必
要
性
も
認
識
し
て
い
る
︒

問
　
５
歳
児
健
診
を
導
入
す
る
予
定
は
。

答
　
市
医
師
会
と
協
議
し
て
お
り
︑
８

年
度
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
︒

坂本　拓哉
（大阪維新の会）

寺西　敬子
（公明党）

森　　博孝
（真政会）

大西　康弘
（真政会）

片平　恭子
（大阪維新の会）

池田　治子
（真政会）

本 会 議 本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

本 会 議

議 会 だ よ り 令和７年８月１日　（4）　



坂本大次郎
（公明党）

特
別
支
援
学
校
に
通
う
児
童
・ 

生
徒
の
教
育
環
境
の
充
実
を

問
　
特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
ど
も
の

人
数
が
年
々
増
え
、
府
下
全
域
で
教
室

が
足
り
な
い
状
況
で
環
境
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
の
子
ど
も
が
在
籍
し
て
い
る
守

口
支
援
学
校
で
は
、
平
成
23
年
か
ら
過

密
化
に
よ
り
高
等
部
は
寝
屋
川
支
援
学

校
に
移
行
し
、
保
護
者
か
ら
改
善
を
求

め
る
声
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
府
は
過
密
化
解
消
の
た
め
、
令
和
11

年
４
月
に
交
野
支
援
学
校
四
條
畷
校
の

本
校
化
計
画
を
進
め
て
い
る
。
本
校
化

し
た
際
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
こ

に
行
く
こ
と
に
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
不
安
定
な
教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
え
る

特
別
支
援
学
校
を
本
市
に
誘
致
す
る
こ

と
を
府
に
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
市
の
考
え
を
求
め
る
。

答
　
府
の
学
校
整
備
等
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
︑
府
教
育
庁
や
支
援
学
校
等

と
の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
く
︒

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

問
　
制
度
の
概
要
と
事
業
者
が
安
定
し

て
運
営
で
き
る
よ
う
補
助
単
価
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
　
就
労
要
件
を
問
わ
ず
︑
時
間
単
位

で
月
一
定
時
間
内
︑
市
の
認
可
を
受
け

た
保
育
所
等
に
て
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
︒
補
助
単
価
引
上
げ
は
基
準
額
の
設

定
も
含
め
国
に
要
望
す
る
予
定
で
あ
る
︒

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
に
つ
い
て

問
　
待
ち
に
待
っ
た
万
博
が
開
幕
し
た
。

春
、
夏
、
秋
と
３
回
開
催
さ
れ
る
大
阪

ウ
ィ
ー
ク
は
春
の
陣
が
終
了
し
た
が
、

参
加
者
の
感
想
と
今
後
の
予
定
は
。

答
　
﹁
楽
し
か
っ
た
﹂
﹁
い
い
経
験
に

な
っ
た
﹂
等
︑
良
好
な
感
想
が
あ
っ
た
︒

　
７
月
28
日
は
門
真
の
伝
統
的
民
俗
芸

能
﹁
ひ
ん
や
節
﹂
が
︑
29
日
は
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
が
︑
９
月
５
日
は
門
真
の

星
大
使
の
広
瀬
香
美
さ
ん
と
関
西
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
が
披
露
さ
れ
る
︒

問
　
府
事
業
の
学
校
単
位
で
の
無
料
招

待
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
は
。

答
　﹁
他
国
の
文
化
を
知
れ
た
﹂﹁
家
族

で
も
う
一
度
行
き
た
い
﹂
等
が
あ
っ
た
︒

問
　
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
、
混
雑
も

な
か
っ
た
と
聞
く
が
、
工
夫
し
た
点
は
。

答
　
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
︑

引
率
者
数
の
調
整
︑
き
ょ
う
だ
い
学
年

で
の
実
施
等
に
よ
り
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
た
︒
ま
た
︑
子
ど
も
列

車
の
活
用
や
森
ノ
宮
駅
ま
で
の
バ
ス
代

補
助
︑
さ
ら
に
熱
中
症
対
策
も
行
っ
た
︒

循
環
バ
ス
（
ガ
ラ
ス
ケ
号
）
に
つ
い
て

問
　
門
真
南
ル
ー
ト
ワ
ゴ
ン
型
バ
ス
か

ら
の
変
更
点
は
。

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
︑

市
役
所
や
ら
ら
ぽ
ー
と
門
真
︑
門
真
市

駅
等
の
目
的
地
を
ル
ー
ト
に
加
え
た
︒

　
ま
た
︑
通
勤
︑
通
学
を
考
慮
し
最
終

便
を
約
25
分
繰
下
げ
19
時
11
分
と
し
た
︒

物
価
高
騰
交
付
金
に
つ
い
て

問
　
物
価
高
騰
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
、
水
道
基
本
料
金
の
免
除
等
に
つ
い

て
、
公
明
党
と
し
て
６
月
５
日
に
市
長

へ
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
今
回
、
増
額
と
な
っ
た
同
交
付
金
、

約
４
３
０
０
万
円
の
使
途
は
。

答
　
国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に
︑

市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
︑
水
道
料
金

の
減
免
も
含
め
︑
広
く

市
民
を
対
象
と
し
た
事

業
を
検
討
す
る
︒

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

問
　
空
き
家
に
対
し
て
、
指
導
・
助
言

で
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
の
措
置
は
。

答
　
空
き
家
の
状
態
に
応
じ
て
定
期
的

な
文
書
の
送
付
や
空
き
家
の
相
談
窓
口

の
案
内
︑
直
接
訪
問
す
る
な
ど
︑
粘
り

強
く
指
導
し
て
い
る
︒
そ
の
結
果
︑
所

有
者
に
よ
り
修
繕
等
が
行
わ
れ
る
な
ど
︑

改
善
が
図
ら
れ
た
案
件
も
あ
る
︒

問
　
そ
の
他
の
課
題
は
。

答
　
所
有
者
が
遠
方
や
高
齢
で
あ
る
な

ど
︑
対
策
費
用
の
問
題
で
時
間
を
要
す

る
こ
と
や
︑
所

有
者
不
明
︑
相

続
人
不
存
在
等

の
場
合
は
早
急

な
対
応
が
困
難

に
な
る
な
ど
の

課
題
が
あ
る
︒

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

問
　
現
在
実
施
し
て
い
る
種
目
は
。

答
　
卓
球
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︑
吹
奏
楽

は
全
中
学
校
を
対
象
に
︑
ま
た
︑
軟
式

野
球
は
二
・
四
・
七
中
︑
サ
ッ
カ
ー
は

二
・
四
・
は
す
は
な
中
︑
男
女
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
四
中

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
︒

問
　
種
目
ご
と
の
参
加
生
徒
の
人
数
は
。

答
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
１
０
７
人
︑
卓
球�

59
人
︑
サ
ッ
カ
ー
40
人
︑
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
36
人
︑
軟
式
野
球
22
人
︑
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
14
人
︑
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
12
人
︑

吹
奏
楽
30
人
の
合
計
３
２
０
人
で
あ
る
︒

問
　
地
域
移
行
を
実
施
で
き
て
い
な
い

部
活
動
に
つ
い
て
、
今
後
の
見
込
み
は
。

答
　
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
な

ど
が
で
き
る
よ
う
︑
順
次
進
め
て
い
く
︒

民
間
保
育
士
の
確
保
策
に
つ
い
て

問
　
近
隣
市
の
主
要
な
確
保
策
は
。

答
　
守
口
市
は
︑
新
卒
採
用
保
育
士
等

に
40
万
円
︵
事
業
者
負
担
２
分
の
１
︶

の
補
助
︑
四
條
畷
市
は
︑
正
規
職
員
保

育
士
等
に
年
間
48
万
円
︵
同
負
担
４
分

の
１
︶
の
補
助
を
行
う
と
聞
く
︒

問
　
本
市
は
８
年
度
か
ら
保
育
士
等
の

採
用
に
向
け
た
支
援
と
し
て
、
40
万
円

（
事
業
者
負
担
２
分
の
１
）
の
補
助
を

予
定
す
る
が
、
７
年
度
の
支
援
策
は
。

答
　
勤
続
１
~
５
年
目

の
保
育
士
等
に
︑
年
間

４
万
円
︵
同
負
担
２
分

の
１
︶
を
支
給
す
る
︒

門
真
南
ル
ー
ト
ワ
ゴ
ン
型
バ
ス 

に
つ
い
て

問
　
市
南
東
部
は
ス
ー
パ
ー
や
病
院
が

少
な
く
、
居
住
地
域
か
ら
集
約
さ
れ
た

拠
点
を
結
ぶ
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
確
保
が
重
要
と
質
問
し
て
き
た
。

　
７
月
１
日
よ
り
四
宮
、
岸
和
田
、
市

役
所
、
門
真
市
駅
、
ら
ら
ぽ
ー
と
門
真

へ
と
エ
リ
ア
が
拡
大
し
た
が
、
バ
ス
の

本
数
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

　
ま
た
、
定
員
オ
ー
バ
ー
に
よ
り
乗
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答
　
現
在
の
利
用
状
況
は
１
便
当
た
り

平
均
一
︑
二
人
程
度
の
利
用
で
あ
る
が
︑

今
後
ル
ー

ト
拡
大
に

よ
り
利
用

者
が
増
加

し
た
際
は

待
機
し
て

い
る
予
備

車
で
対
応

す
る
︒

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

問
　
高
齢
者
の
割
合
も
増
え
る
中
、
便

利
で
快
適
か
つ
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
は
、
に
ぎ

わ
い
や
人
口
増
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
利
便
性
等
向
上
に
向
け
て
検
討
中
の

配
車
予
約
ア
プ
リ
導
入
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
様
々
な
機
能
を
有
し
た
製
品
が
開

発
さ
れ
て
お
り
︑
引
き
続
き
︑
導
入
時

期
も
含
め
検
討
を
進
め
て
い
く
︒

英
語
教
育
に
つ
い
て

問
　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
実
践
的
な
英
語
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答
　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
︑
国
際
社
会

で
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
力
を
育
む
た

め
に
は
︑
学
校
教
育
に
お
け
る
英
語
教

育
の
充
実
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
︒

問
　
市
内
小
・
中
学
校
で
の
取
組
は
。

答
　
授
業
で
は
︑
学
習
内
容
の
イ
ン
プ

ッ
ト
だ
け
で
な
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
機

会
を
意
図
的
に
多
く
設
定
し
︑
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
等
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
を

い
つ
で
も
視
聴
可
能
と
す
る
な
ど
︑
一

人
一
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
学
習
活

動
が
主
体
的
に
展
開
で
き
る
工
夫
等
を

進
め
て
い
る
︒

　
ま
た
︑
そ
の
実
現
に
は
︑
教
員
の
高

い
専
門
性
と
授
業
力
が
必

要
不
可
欠
な
た
め
︑
研
修

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
︒

空
き
家
問
題
に
つ
い
て

問
　
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
の
指

定
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
　
元
年
度
に
大
阪
府
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
や
全
日
本
不
動
産
協
会
と
門
真

市
空
家
等
対
策
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
︑
空
き
家
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
制
度
に

よ
り
利
活
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
︒

　
指
定
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
︑
門

真
市
空
家
等
対
策
協
議
会
で
の
議
論
を

踏
ま
え
︑
検
討
し
て
い
く
︒

滝井　稔元
（大阪維新の会）

吉水　志晴
（大阪維新の会）

池田美佐子
（公明党）

豊北　裕子
（日本共産党）

後藤　太平
（公明党）

市役所に到着したワゴン型バス

本 会 議

本 会 議

本 会 議本 会 議

総務建設

文教こども

議 会 だ よ り　（5）　令和７年８月１日



本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
庁
舎
エ
リ
ア
周
辺
整
備
の
現
状
は
。

答
　
主
な
取
組
と
し
て
同
エ
リ
ア
に
導

入
す
べ
き
機
能
に
お
け
る
特
定
の
課
題

を
個
別
・
具
体
的
に
調
査
研
究
す
る
た

め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討

の
実
施
︑
公
開
型
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
の
ほ
か
︑
議
会
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
を
議
長
に
依
頼
し
た
︒

問
　
古
川
橋
駅
南
広
場
等
再
編
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
地
元
組
織
等
と
の
意
見
交
換
に
加

え
︑
今
後
︑
バ
ス
事
業
者
や
警
察
等
関

連
機
関
か
ら
意
見
の
聞
き
取
り
を
行
う
︒

問
　
末
広
町
北
三
角
公
園
・
高
架
下
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
地
元
組
織
等
と
の
意
見
交
換
に
加

え
︑
土
地
所
有
者
の
鉄
道
事
業
者
と
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
︒

問
　
旧
北
小
学
校
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。

答
　
４
︑
５
年
度
に
跡
地
活
用
実
験
等

を
開
催
し
︑
そ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
︑

跡
地
活
用
プ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
︒

問
　
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を

実
施
し
︑
周
辺
エ
リ
ア
を
合
わ
せ
た
土

地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
向
け
︑
地

権
者
等
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
る
︒

問
　
今
後
に
つ
い
て
は
。

答
　
跡
地
を
最
大
限
利
活
用
で
き
る
ス

キ
ー
ム
の
検
討
を
行
い
︑
引
き
続
き
︑

地
権
者
等
と
の
合
意
形
成
を
図
り
︑
早

期
の
準
備
組
合
設
立
を
目
指
し
て
い
く
︒

公
立
園
の
機
能
拡
充
に
つ
い
て

問
　
門
真
住
宅
と
千
石
西
町
住
宅
の
駐

車
場
の
一
部
を
砂
子
み
な
み
こ
ど
も
園

の
来
園
者
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
　
市
営
住
宅
の
駐
車
場
は
︑
原
則
入

居
者
の
利
用
を
前
提
に
整
備
し
て
い
る

が
︑
入
居
者
や
地
域
の
要
望
に
応
じ
て

目
的
外
利
用
を
行
う
場
合
も
あ
り
︑
活

用
に
つ
い
て
の
課
題
等
も
含
め
︑
関
係

部
署
と
検
討
し
て
い
る
︒

公
営
住
宅
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
若
者
世
帯
の
入
居
促
進
に

つ
な
が
る
市
の
考
え
は
。

答
　
年
２
回
の
総
合
募
集
に
お
い
て
︑

市
外
か
ら
の
申
込
み
も
可
能
な
若
者
世

帯
向
け
枠
の
設
置
︑
18
歳
未
満
の
子
ど

も
を
３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
世
帯
に

は
抽
選
番
号
を
二
つ
付
与
す
る
多
子
世

帯
優
遇
制
度
の
実
施
を
行
っ
て
い
る
︒

　
ま
た
︑
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周

知
す
る
取
組
も
進
め
︑
引
き
続
き
︑
先

進
事
例
の
把
握
に
努
め
る
︒

宮
本
市
長
の
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

就
任
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て

問
　
市
長
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
へ
の
就
任
は
、

法
律
等
で
直
接
禁
止
す
る
事
項
は
な
い

が
、
「
教
育
へ
の
政
治
介
入
」
へ
の
危

惧
、
売
名
行
為
等
公
職
選
挙
法
や
寄
附

行
為
等
政
治
資
金
規
正
法
を
は
じ
め
、

今
後
法
令
に
抵
触
し
か
ね
な
い
重
大
な

問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　
職
員
か
ら
は
、
「
今
後
の
業
務
が
や

り
づ
ら
い
」
と
の
声
が
あ
る
。
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
最
終
的
に
は
私
個
人
が
保
護
者
と

し
て
決
定
し
た
も
の
で
︑
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
つ
な
が
る
と
は
考

え
て
い
な
い
︒

老
朽
空
き
家
住
宅
や
「
ご
み
屋
敷
」 

対
策
に
つ
い
て

問
　
「
ご
み
屋
敷
」
対
策
を
具
体
的
に

進
め
て
い
る
と
し
て
い
る
「
門
真
市
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で
は
、
横
断

的
で
総
合
的
な
対
策
の
推
進
は
困
難
だ

と
考
え
る
。
「
門
真
市
環
境
基
本
条
例
」

と
「
門
真
市
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
合
わ
せ
、
推
進
体
制
等
も
明
確
に
し

た
条
例
の
制
定
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
　
居
住
者
へ
の
福
祉
的
な
支
援
等
︑

﹁
ご
み
屋
敷
﹂
対
策
を
総
合
的
に
進
め

る
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
︑
条

例
の
制
定
も
含
め
先
進
的
な
取
組
事
例

等
を
参
考
に
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
︒

北
島
西
・
北
地
区
の
ま
ち
づ
く
り 

に
つ
い
て

問
　
３
月
22
日
開
催
の
土
地
区
画
整
理

準
備
組
合
総
会
の
審
議
内
容
は
。

答
　
土
地
利
用
計
画
案
を
審
議
し
た
︒

問
　
質
疑
応
答
の
内
容
は
。

答
　
区
域
内
に
多
数
存
在
す
る
水
路
の

取
扱
い
や
埋
め
た
場
合
の
北
島
町
へ
の

影
響
等
︑
公
共
施
設
に
関
す
る
こ
と
︑

鉄
塔
移
設
の
際
の
費
用
︑
施
工
方
法
や

周
辺
住
民
へ
の
説
明
等
の
質
問
が
あ
り
︑

業
務
代
行
予
定
者
か
ら
は
︑
水
路
は
北

島
町
へ
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
検
討
中
︑

ま
た
︑
鉄
塔
移
設
の
費
用
等
は
電
力
会

社
と
協
議
中
で
︑
住
民
説
明
会
の
開
催

は
協
議
し
て
い
く
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
︒

問
　
地
権
者
へ
の
今
後
の
影
響
は
。

答
　
８
年
度
か
ら
の
都
市
計
画
税
の
課

税
や
︑
事
業
進
捗
に
伴
い
従
前
地
課
税

か
ら
仮
換
地
課
税
等
へ
と
土
地
の
評
価

が
変
更
と
な
り
︑
固
定
資
産
税
の
増
額

が
想
定
さ
れ
る
︒

高
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策 

に
つ
い
て

問
　
国
の
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補

助
金
」
の
内
容
は
。

答
　
中
小
企
業
が
実
施
す
る
高
年
齢
労

働
者
の
労
働
災
害
防
止
の
設
備
改
善
や
︑

専
門
家
の
指
導
を
受
け
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
︑
職
場
環
境

改
善
コ
ー
ス
︑
転
倒
防
止
・
腰
痛
予
防

の
た
め
の
運
動
指
導
コ
ー
ス
な
ど
︑
四

つ
の
コ
ー
ス
を
対
象
に
公
募
し
て
い
る
︒

知
的
障
が
い
支
援
学
校
の 

現
状
に
つ
い
て

問
　
北
河
内
に
お
け
る
同
支
援
学
校
の

教
室
や
教
員
不
足
を
踏
ま
え
、
今
後
の

市
と
し
て
の
対
応
は
。

答
　
府
立
支
援
学
校
の
教
室
や
教
員
不

足
は
︑
府
教
育
庁
で
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
が
︑
府
教
育
庁
︑
支
援
学
校
等
と

の
情
報
共
有
や
連
携
を
図
っ
て
い
く
︒

問
　
今
後
、
同
支
援
学
校
の
児
童
・
生

徒
数
は
、
大
き
く
増
え
る
と
の
見
込
み

で
あ
る
が
、
本
市
の
対
応
は
。

答
　
今
後
も
府
の
学
校
整
備
等
の
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
︑
府
教
育
庁
や
支
援

学
校
等
と
の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
く
︒

問
　
本
市
に
は
支
援
学
校
が
な
い
た
め
、

今
後
、
通
学
区
域
の
調
整
で
余
儀
な
く

学
校
を
転
々
と
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
四
宮
小
学
校
・
北
巣
本
小
学
校
の
統

合
後
の
北
巣
本
小
学
校
跡
地
の
支
援
学

校
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
は
︑
検
討
を
し
て
い
な

い
が
︑
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
施
策
の

実
現
を
第
一
に
︑
庁
内
外
で
の
利
活
用

の
有
無
︑
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
十
分
に

勘
案
す
る
と
と
も
に
︑
将
来
的
な
財
政

運
営
を
見
据
え

た
有
償
貸
付
け

や
売
却
も
含
め
︑

本
市
に
と
っ
て

最
も
有
益
と
な

る
よ
う
総
合
的

か
つ
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
︒

五味　聖二
（大阪維新の会）

内海　武寿
（公明党）

福田　英彦
（日本共産党）

大倉　基文
（大阪維新の会）

岡本　宗城
（公明党）

● 令和７年第３回定例会の開催予定（ ）

● 議案書の無償提供
　定例会の最終日終了後、議場前にて議案書の無償提供（先着10人、１人１部）
を行っていますので、ご希望の方は受付担当者まで、お申し出ください。

● 傍聴の受付など（誰でも無料で傍聴可能）

日程は都合により
変更となる場合あり

本　会　議 常任委員会
受付時間 開催予定時刻の30分前から
受付場所 市役所本館１階議場前 市役所本館４階議会事務局
定　　員
（先着順）

一般席32人　　　　
車椅子使用者席３人 10人

と　　　き 内　　　容

９月

５日（金）
午前10時から 本　会　議
本会議終了後 決算特別委員会

９日（火）

午前10時から

総務建設常任委員会
10日（水） 民生水道常任委員会
11日（木） 文教こども常任委員会
24日（水） 本　会　議（一般質問）
25日（木） 本　会　議（一般質問）

門真団地の現在の様子

イメージ

本 会 議本 会 議

本 会 議

本 会 議本 会 議

議 会 だ よ り 令和７年８月１日　（6）　



■市政に対する一般質問の要旨（通告順） ■�各常任委員会の所管事項に対する質問の
要旨（通告順）岡本　宗城（公明党）

１　路面下空洞調査について
２　公営住宅について
３　医療的ケア児者への支援拡充について
４　公立園の機能拡充について
５　門真の魅力発信について

後藤　太平（公明党）
１　空き家問題について
２　加齢性難聴対策について
３　英語教育について

福田　英彦（日本共産党）
１　宮本市長の小学校のＰＴＡ会長就任に伴う諸問題について
２　老朽空き家と「ごみ屋敷」対策について

豊北　裕子（日本共産党）
１　特別支援学校に通う児童・生徒の教育環境の充実について
２　こども誰でも通園制度について

内海　武寿（公明党）
１　北島西・北地区のまちづくりについて
２　中小企業支援について

池田美佐子（公明党）
１　門真南ルートワゴン型バスについて
２　乗合タクシーについて

寺西　敬子（公明党）
１　大和田駅前広場整備事業の進捗状況について
２　災害時を想定した訓練について
３　熱中症対策について

滝井　稔元（大阪維新の会）
１　大阪・関西万博について
２　地域公共交通の役割について
３　門真市駅前のまちづくりについて

片平　恭子（大阪維新の会）
１　義務教育期間内での性教育と若年層の妊娠と出産について
２　５歳児健診について

大西　康弘（真政会）
１　大和田駅前広場整備基本構想について
２　大阪・関西万博終了後の備品などについて
３　子育て支援策について

五味　聖二（大阪維新の会）
１　知的障がい支援学校の現状について

池田　治子（真政会）
１　門真南駅１号出入口エレベーター設置について
２　門真市駅周辺エリアリノベーションについて

森　　博孝（真政会）
１　屋内運動場空調設置について
２　消防団について

深井　弘晃（真政会）
１　財政について
２　学校給食について

大倉　基文（大阪維新の会）
１　本市のまちづくりについて

坂本　拓哉（大阪維新の会）
１　門真市営住宅の今後の管理運営について

●総務建設常任委員会
坂本大次郎（公明党）
１　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について
２　空き家問題について

福田　英彦（日本共産党）
１�　41階建て民間タワーマンションに対する45億円の助成金支出に
ついて

２　旧北小学校の跡地活用について
３　北島地区の区画整理事業について
４　大阪・関西万博機運醸成事業について

森　　博孝（真政会）
１　避難所について
２　行政におけるＤＸの推進について

●民生水道常任委員会
寺西　敬子（公明党）
１　後期高齢者への資格確認書の交付について
２　通所型・訪問型サービスＣについて

内海　武寿（公明党）
１　歴史資料館について

池田　治子（真政会）
１　第２次健康増進計画食育推進計画について
２　スキルアップ支援について
３　大阪・関西万博における地元企業との連携について

豊北　裕子（日本共産党）
１　介護予防・日常生活支援総合事業について
２　介護保険料の引下げに対する対策について

●文教こども常任委員会
吉水　志晴（大阪維新の会）
１　部活動地域移行について
２　保育士の確保について

大西　康弘（真政会）
１　2025年日本国際博覧会児童・生徒招待事業について

大倉　基文（大阪維新の会）
１　こども発達支援センター運営事業について
２　学力向上について
３　放課後児童クラブの運営について

後藤　太平（公明党）
１　不登校問題や発達障がいについて

池田美佐子（公明党）
１　小・中学校の水泳指導の民間委託について

門真市議会本会議録画映像配信

検索

市議会ホームページでは、
本会議録画映像を閲覧できます。

議 会 だ よ り　（7）　令和７年８月１日



議 会 活 動 日 誌 （令和７年６月１日～７月31日）
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報　　告

報告第２号 令和６年度門真市一般会計繰越明許費繰越計算書に
ついて ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 議決

不要

報告第３号 令和６年度門真市水道事業会計予算繰越計算書につ
いて ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 議決

不要

報告第４号 令和６年度門真市公共下水道事業会計予算繰越計算
書について ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 議決

不要

条　　例

議案第45号 門真市立文化創造図書館条例の制定について ○ ○ ○

（
議
長
に
つ
き
、
採
決
に
参
加
な
し
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第46号 門真市税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第47号 門真市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第48号 門真市廃棄物の減量推進及び適正処理に関する条例
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第49号 門真市立図書館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第50号 門真市立市民公益活動支援センター条例の廃止につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第52号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他の
議　　案

議案第36号 歴史資料館移転に伴う市民交流会館大規模改修工事
請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第37号 （仮称）浜町みらい公園整備工事請負契約の締結に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第38号 旧門真市立北小学校解体工事請負契約の一部変更に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第39号 門真市立大和田幼稚園給食調理場増築工事請負契約
の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第40号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第41号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第42号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第43号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第44号 動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

議案第51号 令和７年度門真市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第53号 令和７年度門真市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第54号 令和７年度門真市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第55号 令和７年度門真市水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出
議　　案

議 員 提 出
議案第４号 米価の抑制及び米の安定供給を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第５号

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意
見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 員 提 出
議案第６号

介護報酬引下げと高い介護保険料に対する制度改善
に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※表の見方　『○』は賛成、『×』は反対。会派名は大会派・公党順、議員名は議席順。

６・� ６　議会運営委員会

� 　　本会議（第２回定例会開会）

� 10　総務建設常任委員会

� 11　民生水道常任委員会

� 12　文教こども常任委員会

� 16　議会運営委員会

� 23　議会運営委員会

� 　　本会議（第２回定例会閉会）

７・� ４　守口市門真市消防組合議会臨時会

� 10　淀川左岸治水促進期成同盟総会

� 22　飯盛霊園組合議会定例会

� 24　河北市議会議長会

会派名

議案名議案番号

議員名

第２回定例会で審議した案件と議決結果

議 会 だ よ り 令和７年８月１日　（8）　


